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教育心理学の研究や教育、実践活動などが産出した膨大な著書や論文を集成。 

 

第一巻 幼児保育・要支援児教育（山下 功 解説） 

幼児保育 

愛育の玩具（昭和 18年）      

幼児の玩具（昭和 25年）、玩具と絵本（昭和 31年）、         

愛育の絵本（昭和 18年）、子供の言葉とお話（昭和 18年） 

児童画の発達に就いて（昭和 6年）、幼児教育の考え方（昭和 31年）、    

乳幼児の精神の発達（昭和 31年）、遊び指導の考え方（昭和 31年）、 

三才児の精神発達にかかわるスクリーニングテスト 

及び精密検診の標準化に関する研究（昭和 40年）、 

育児態度と子どもの性格との関係（昭和 48年） 

要支援児教育 

   コロニーの開所に当たって（昭和 36年）、                

精神薄弱者のための幸福とは --終生施設の必要性--、 

精神薄弱者が存在する意義（昭和 45年）、 

家庭寮について（昭和 47年）、ノーマリゼーション（昭和 51年）、  



障害児全員就学の問題点（昭和 53年）、障害児教育の方向（昭和 54年） 

精神薄弱児の適応に関する研究 --精薄児の問題行動--（昭和 44年） 

 

第二巻 女子・家族（高畠克子 解説） 

   女子の心理（昭和 18年） 

家族関係の心理（昭和 30年） 

親子関係検査の作製（昭和 48年） 

 

第三巻 教育・人間形成（星野 命 解説） 

信仰と教育（昭和 18年）                 

家庭教育と人間形成（昭和 48年） 

社会性の発達（昭和 27年）、精神発達と教育（昭和 28年）、        

発達段階の見方・考え方（昭和 33年）、 

社会性の発達と環境条件（昭和 33年）、     

性格と環境（昭和 35年）、家庭と教育（昭和 37年）、       

性格教育の目標と方法（昭和 39年）、      

家庭における宗教的情操の教育（昭和 43年）、        

教育評価の展開（昭和 44年）、才能の早期発見（昭和 44年）、 

日本と西欧における態度形成の方向（昭和 35年） 

 

第四巻 青少年（一）（安藤延男 解説） 

小学生の心理（昭和 32年）             

青少年の心理と指導（昭和 19年・厚徳書院版）           

青少年の心理と指導（昭和 24年・国土社版）                 

児童青年の道徳意識（昭和 7年）、少年の心理的発達（昭和 26年）、 

児童青年の道徳意識（昭和 32年）、児童における性的差異（昭和 32年） 

 

第五巻 青少（二）（長谷川浩一 解説）    

青年の心理と生活（昭和 44年）             

牛島 青年心理学（昭和 29年） 

青年の人生観（昭和 7年）、思春期の男女交際（昭和 30年）、 

青年の道徳（昭和 30年） 

 

  


